
１
月
７
日
（
日
）
、

三
崎
町
本
社
に
て
第
４

９
回
幹
部
学
校
を
午
前

・
午
後
の
２
部
構
成
に

て
開
催
し
、
午
前
の
部

は
執
行
委
員
１
７
名
、

カ
ン
ダ
４
社
分
会
よ
り

６
名
の
計
２
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
前
山
常
任
よ

り
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

上
村
執
行
委
員
長
か
ら

の
支
部
代
表
挨
拶
で
は

「
元
旦
早
々
の
能
登
半

島
地
震
に
始
ま
り
、
日

航
機
・
海
保
機
の
衝
突

炎
上
事
故
な
ど
暗
い
年

明
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
い
よ
い
よ
４
月

に
改
善
基
準
告
示
の
改

正
を
予
定
し
て
お
り
、

２
４
春
闘
は
大
変
重
要

な
闘
い
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
な
か
な

か
声
の
あ
が
ら
な
い
職

場
が
増
え
て
き
て
お
り
、

２
４
春
闘
に
向
け
皆
で
声

を
あ
げ
ら
れ
る
組
織
作
り

を
目
指
し
た
い
。
」
と
情

勢
や
春
闘
へ
の
意
気
込
み

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
石
塚
書
記
長

よ
り
「
カ
ン
ダ
４
社
の
賃

金
専
門
委
員
会
報
告
」
、

小
城
副
執
行
委
員
長
よ
り

「
カ
ン
ダ
4
社
の
あ
る
べ

き
賃
金
労
働
条
件
（
第
２

次
案
）
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、

研
修
手
当
に
つ
い
て
、
ダ
ッ

シ
ュ
の
大
会
は
出
勤
扱
い

に
な
る
と
恐
ら
く
時
間
給

に
な
る
が
、
年
間
変
形
の

職
場
は
シ
フ
ト
を
事
前
に

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｈ
Ｄ
が
力
を
入
れ
て
い
る

行
事
の
割
に
は
日
程
等
の

通
知
が
遅
い
の
で
年
間
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
示

し
て
欲
し
い
。

・
ダ
ッ
シ
ュ

会
合
の
手

当
は
現
状

３
０
分
８

０
０
円
が

上
限
だ
が
、

そ
れ
以
上

や
る
と
無

給
と
い
う

状
態
。
改

善
し
て
欲

し
い
。

な
ど
の
質

問
が
あ
り

ま
し
た
。

午
後
よ
り
幹
部
学
校
が

行
わ
れ
、
前
山
常
任
か
ら

の
開
会
挨
拶
、
上
村
執
行

委
員
長
か
ら
の
支
部
代
表

挨
拶
が
あ
り
、
次
に
来
賓

の
建
交
労
中
央
本
部
鈴
木

書
記
次
長
よ
り
ト
ラ
ッ
ク

産
業
の
実
態
に
つ
い
て
と

神
田
支
部
の
実
り
あ
る
２

４
春
闘
要
求
実
現
に
向
け

て
の
激
励
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
藤
組
織
統

制
部
長
よ
り
「
２
４
春
闘

組
織
方
針
（
案
）
」
、
質

疑
を
挟
み
石
塚
書
記
長
よ

り
「
２
４
春
闘
方
針
（
案
）

・
全
社
の
労
働
条
件
比
較
」

に
つ
い
て
の
説
明
、
続
け

て
「
２
４
年
問
題
へ
の
実

態
調
査
と
対
策
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
て
、
改
善
基
準

告
示
の
改
正
内
容
に
基
づ

い
て
、
各
社
の
運
行
形
態

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

そ
の
実
態
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、

・
運
行
中
の
休
憩
や
分
割

休
憩
の
取
り
方
に
つ
い

て
・
２
４
年
問
題
に
対
す
る

各
職
場
の
対
応
状
況
に

つ
い
て

・
会
社
側
は
定
年
を
延
長

し
よ
う
と
し
て
い
る
動

き
が
見
え
る
が
、
確
定

拠
出
年
金
の
年
齢
は
延

長
さ
れ
な
い
の
か
？

な
ど
様
々
な
問
題
提
起
や

現
状
報
告
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
石
塚
書
記
長
よ
り
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

学
習
後
２
０
２
４
年
問
題

に
つ
い
て
の
小
テ
ス
ト
を

行
い
、
学
習
の
お
さ
ら
い

を
し
て
い
た
だ
き
、
石
塚

書
記
長
か
ら
の
総
括
が
あ

り
ま
し
た
。

最
後
に
小
城
副
執
行
委

員
長
よ
り
閉
会
挨
拶
が
あ

り
、
上
村
執
行
委
員
長
の

音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
行
い
幹
部
学
校
は
終
了
。

学
習
会
終
了
後
は
場
所
を

移
し
て
旗
開
き
を
行
い
、

職
場
同
士
で
の
親
睦
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

【
前
山
常
任
】

１
月
１
６
日
（
火
）
上

村
委
員
長
以
下
組
合
三
役

と
原
島
社
長
以
下
Ｈ
Ｄ
社

長
に
て
毎
年
恒
例
の
千
代

田
区
に
あ
る
神
田
明
神
に

て
交
通
安
全
祈
願
・
商
売

繫
盛
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

参
拝
後
に
、
運
営
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
原
島
社
長

か
ら
「
元
旦
か
ら
能
登
半

島
地
震
な
ど
悲
し
い
出
来

事
が
起
き
た
が
、
社
内
で

は
交
通
事
故
防
止
等
に
取

り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
上
村
委
員
長
よ
り

「
組
合
員
・
従
業
員
一
丸

と
な
っ
て
交
通
事
故
・
労

災
事
故
防
止
に
勤
め
た
い
」

と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

【
石
塚
書
記
長
】

建
交
労
首
都
圏
運
輸
労

使
協
議
会
で
は
、
１
月
２

１
日
（
日
）
～
２
２
日
に

か
け
て
千
葉
県
木
更
津
市

に
て
第
２
４
回
総
会
と
第

４
７
回
労
使
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
支
部
か
ら
上
村

委
員
長
・
石
塚
書
記
長
・

武
田
常
任
・
吉
田
常
任
と

経
営
側
か
ら
は
３
名
の
参

加
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
開
会
挨
拶
と

座
長
と
し
て
鈴
木
副
会
長

（
教
宣
文
化
社
分
会
）
か

ら
あ
り
、
そ
し
て
首
都
圏

運
輸
労
使
協
議
会
成
瀬
会

長
（
教
宣
文
化
社
社
長
）

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
上
村
事
務
局
長

よ
り
第
１
号
議
案
の
事
業

活
動
報
告
が
あ
り
、
第
２

号
議
案
で
は
、
細
川
会
計

監
査
（
日
生
流
通
運
輸
倉

庫
支
部
）
の
会
計
報
告
・

会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、

各
議
案
は
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
第
４
７

回
セ
ミ
ナ
ー
（
記
念
講
演
）

と
し
て
「
離
職
防
止
に
繋

が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
株
式
会
社
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｉ
Ａ
Ｌ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

ＣО

の
中
曽
根
代
表
取
締

役
社
長
よ
り
講
師
と
し
て
、

若
手
社
員
の
特
徴
や
離
職

の
理
由
と
離
職
防
止
の
様
々

な
手
法
、
や
る
気
と
成
長

を
引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
を
講
演
し

て
も
ら
い
、
相
手
の
伝
え

方
、
伝
わ
れ
方
の
再
認
識

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

質
疑
応
答
が
あ
り
休
憩
を

挟
み
、
事
務
連
絡
が
上
村

事
務
局
長
か
ら
あ
り
、
１

日
目
は
休
会
し
ま
し
。
夜

に
は
懇
親
会
が
あ
り
各
会

社
の
労
使
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
松
澤
幹
事

（
近
物
レ
ッ
ク
ス
支
部
）

が
進
行
さ
れ
、
「
各
社
の

事
故
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
事
例
発
表
」
を
休

憩
を
挟
み
な
が
ら
、
全
７

社
行
わ
れ
、
事
故
の
実
態

や
事
故
防
止
の
取
り
組
み

活
動
を
目
に
見
え
る
形
で

対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
第
２
４
回

総
会
の
第
３
号
議
案
と
し

て
上
村
事
務
局
長
か
ら
事

業
活
動
計
画
と
し
て
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
と

第
４
号
議
案
の
予
算
編
成

（
案
）
と
第
５
号
議
案
役

員
選
出
の
提
案
が
あ
り
、

各
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
講
演
を
踏

ま
え
た
全
体
討
論
と
ま
と

め
が
あ
り
、
閉
会
挨
拶
と

し
て
下
川
副
会
長
（
堀
切

運
輸
）
で
し
め
く
く
り
、

記
念
撮
影
し
、
閉
会
し
ま

し
た

【
吉
田
常
任
】

手から手へ仲間といっしょに読もう
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第
４
９
回
幹
部
学
校
開
催

～
２
４
春
闘
方
針
（
案
）
・
組
織
方
針
（
案
）
・
２
４
問
題
実
態

調
査
対
策
・
あ
る
べ
き
賃
金
労
働
条
件
（
第
２
次
案
）
提
案
～

参加者全員で団結ガンバロー

組
合
三
役
・
Ｈ
Ｄ

役
員
で
交
通
祈
願

建
交
労
首
都
圏
労
使
協

総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催


